
(57)【要約】

　本発明は、枢着部で連結され、各々、所定長さ、先端

部分、ボディ部分、外面、内面及び切断刃を有し、切断

刃が、切断操作中、先端部分におけるテンションが、切

断操作中、ボディ部分におけるテンションとほぼ同じで

あるように、ブレードの長さにそって外面に対して角度

を形成する、腹腔鏡はさみに向けられる。形成された角

度は、先端部分で大きく、ブレードの長さにわたって連

続的に減少する。先端部分は第一ボディ厚さを有し、ボ

ディ部分は第一ボディ厚さと異なる第二ボディ厚さを有

する。切断操作中、ブレードは互いに徐々に移動して切

断刃に沿って点接触をする。ブレードは多数の場所及び

組合せで厚くされる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 枢 着 部 で 連 結 さ れ 、 各 々 、 所 定 長 さ 、 先 端 部 分 、 ボ デ ィ 部 分 、 外 面 、 内 面 及 び 切 断 刃 を
有 し 、 切 断 刃 が 、 切 断 操 作 中 、 先 端 部 分 に お け る テ ン シ ョ ン が 、 切 断 操 作 中 、 ボ デ ィ 部 分
に お け る テ ン シ ョ ン と ほ ぼ 同 じ で あ る よ う に 、 ブ レ ー ド の 長 さ に そ っ て 外 面 に 対 し て 角 度
を 形 成 す る 、 腹 腔 鏡 は さ み 。
【 請 求 項 ２ 】
　 形 成 さ れ た 角 度 は 、 ブ レ ー ド の 長 さ に わ た っ て 連 続 的 に 変 化 し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載
の は さ み 。
【 請 求 項 ３ 】
　 先 端 部 分 に お け る 角 度 は ボ デ ィ 部 分 に お け る 角 度 よ り も 大 き い 、 請 求 項 １ に 記 載 の は さ
み 。
【 請 求 項 ４ 】
　 角 度 は 先 端 部 分 か ら ボ デ ィ 部 分 ま で 徐 々 に 減 少 す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の は さ み 。
【 請 求 項 ５ 】
　 先 端 部 分 は 第 一 ボ デ ィ 厚 さ を 有 し 、 ボ デ ィ 部 分 は 第 二 ボ デ ィ 厚 さ を 有 す る 、 請 求 項 １ に
記 載 の は さ み 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 三 ボ デ ィ 厚 さ を 有 す る 近 位 部 分 を 更 に 含 み 、 第 二 ボ デ ィ 厚 さ は 第 一 及 び 第 二 ボ デ ィ 厚
さ よ り も 大 き い 、 請 求 項 ５ に 記 載 の は さ み 。
【 請 求 項 ７ 】
　 先 端 部 分 は 先 細 に さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の は さ み 。
【 請 求 項 ８ 】
　 切 断 操 作 は 、 身 体 組 織 、 縫 糸 、 及 び 外 科 用 ス テ ー プ ル の 少 な く と も １ つ を 切 断 す る こ と
を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の は さ み 。
【 請 求 項 ９ 】
　 切 断 操 作 中 、 ブ レ ー ド は 互 い に 徐 々 に 移 動 し て 切 断 刃 に 沿 っ て 点 接 触 を な す 、 請 求 項 １
に 記 載 の は さ み 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 第 一 ブ レ ー ド は 第 二 ブ レ ー ド よ り も 厚 く 、 第 二 ブ レ ー ド を 切 断 操 作 中 強 制 的 に 撓 ま せ る
、 請 求 項 １ に 記 載 の は さ み 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 第 二 ボ デ ィ 厚 さ は 、 外 科 用 ス テ ー プ ル を 切 断 す る と き よ り テ ン シ ョ ン を も た ら す た め に
第 一 ボ デ ィ 厚 さ よ り も 大 き く 又 は そ れ と 等 し い 、 請 求 項 ５ に 記 載 の は さ み 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ブ レ ー ド の 少 な く と も 一 方 の 内 面 及 び 外 面 の 少 な く と も 一 方 を 、 そ の 部 分 を 硬 く す る た
め に 厚 く す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の は さ み 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 枢 着 部 で 連 結 さ れ 、 各 々 、 所 定 長 さ 、 先 端 部 分 、 ボ デ ィ 部 分 、 外 面 、 内 面 及 び 切 断 刃 を
有 し 、 切 断 刃 が 、 切 断 操 作 中 、 先 端 部 分 に お け る テ ン シ ョ ン が 、 切 断 操 作 中 、 ボ デ ィ 部 分
に お け る テ ン シ ョ ン と ほ ぼ 同 じ で あ る よ う に 、 ブ レ ー ド の 長 さ に そ っ て 外 面 に 対 し て 角 度
を 形 成 す る 、 は さ み の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 ブ レ ー ド を 材 料 の 予 備 硬 化 ブ ロ ッ ク か ら 所 望 形 状 に 形 状 研 削 す る 段 階 と 、
　 ブ レ ー ド の 切 断 刃 を 研 ぐ 段 階 と 、 を 有 す る は さ み の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 形 成 さ れ た 角 度 は 、 ブ レ ー ド の 長 さ に わ た っ て 連 続 的 に 変 化 し て い る 、 請 求 項 １ ３ に 記
載 の は さ み の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 先 端 部 分 に お け る 角 度 は ボ デ ィ 部 分 に お け る 角 度 よ り も 大 き い 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の は
さ み の 製 造 方 法 。
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【 請 求 項 １ ６ 】
　 角 度 は 先 端 部 分 か ら ボ デ ィ 部 分 ま で 徐 々 に 減 少 す る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の は さ み の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 先 端 部 分 は 第 一 ボ デ ィ 厚 さ を 有 し 、 ボ デ ィ 部 分 は 、 第 一 ボ デ ィ 厚 さ と 異 な る 第 二 ボ デ ィ
厚 さ を 有 す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の は さ み の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 枢 着 部 で 連 結 さ れ 、 各 々 、 所 定 長 さ 、 先 端 部 分 、 ボ デ ィ 部 分 、 外 面 、 内 面 及 び 切 断 刃 を
有 し 、 切 断 刃 が 、 切 断 操 作 中 、 先 端 部 分 に お け る テ ン シ ョ ン が 、 切 断 操 作 中 、 ボ デ ィ 部 分
に お け る テ ン シ ョ ン と ほ ぼ 同 じ で あ る よ う に 、 ブ レ ー ド の 長 さ に そ っ て 外 面 に 対 し て 角 度
を 形 成 す る 、 は さ み の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 ブ レ ー ド を 材 料 の 予 備 硬 化 ブ ロ ッ ク か ら 所 望 形 状 に レ ー ザ ー 切 断 す る 段 階 と 、
　 ブ レ ー ド の 切 断 刃 を 研 ぐ 段 階 と 、 を 有 す る は さ み の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 形 成 さ れ た 角 度 は 、 ブ レ ー ド の 長 さ に わ た っ て 連 続 的 に 変 化 し て い る 、 請 求 項 １ ８ に 記
載 の は さ み の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 先 端 部 分 に お け る 角 度 は ボ デ ィ 部 分 に お け る 角 度 よ り も 大 き い 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の は
さ み の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 角 度 は 先 端 部 分 か ら ボ デ ィ 部 分 ま で 徐 々 に 減 少 す る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の は さ み の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 先 端 部 分 は 第 一 ボ デ ィ 厚 さ を 有 し 、 ボ デ ィ 部 分 は 、 第 一 ボ デ ィ 厚 さ と 異 な る 第 二 ボ デ ィ
厚 さ を 有 す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の は さ み の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 枢 着 部 で 連 結 さ れ 、 各 々 、 所 定 長 さ 、 先 端 部 分 、 ボ デ ィ 部 分 、 外 面 、 内 面 及 び 切 断 刃 を
有 し 、 切 断 刃 が 、 切 断 操 作 中 、 先 端 部 分 に お け る テ ン シ ョ ン が 、 切 断 操 作 中 、 ボ デ ィ 部 分
に お け る テ ン シ ョ ン と ほ ぼ 同 じ で あ る よ う に 、 ブ レ ー ド の 長 さ に そ っ て 外 面 に 対 し て 角 度
を 形 成 す る 、 は さ み の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 ブ レ ー ド を 材 料 の 予 備 硬 化 ブ ロ ッ ク か ら 所 望 形 状 に ウ ォ ー タ ー ジ ェ ッ ト 切 断 す る 段 階 と
、
　 ブ レ ー ド の 切 断 刃 を 研 ぐ 段 階 と 、 を 有 す る は さ み の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 形 成 さ れ た 角 度 は 、 ブ レ ー ド の 長 さ に わ た っ て 連 続 的 に 変 化 し て い る 、 請 求 項 ２ ３ に 記
載 の は さ み の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 先 端 部 分 に お け る 角 度 は ボ デ ィ 部 分 に お け る 角 度 よ り も 大 き い 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の は
さ み の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 角 度 は 先 端 部 分 か ら ボ デ ィ 部 分 ま で 徐 々 に 減 少 す る 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の は さ み の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 先 端 部 分 は 第 一 ボ デ ィ 厚 さ を 有 し 、 ボ デ ィ 部 分 は 、 第 一 ボ デ ィ 厚 さ と 異 な る 第 二 ボ デ ィ
厚 さ を 有 す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の は さ み の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 枢 着 部 で 連 結 さ れ 、 各 々 、 所 定 長 さ 、 先 端 部 分 、 ボ デ ィ 部 分 、 外 面 、 内 面 及 び 切 断 刃 を
有 し 、 切 断 刃 が 、 切 断 操 作 中 、 先 端 部 分 に お け る テ ン シ ョ ン が 、 切 断 操 作 中 、 ボ デ ィ 部 分
に お け る テ ン シ ョ ン と ほ ぼ 同 じ で あ る よ う に 、 ブ レ ー ド の 長 さ に そ っ て 外 面 に 対 し て 角 度
を 形 成 す る 、 は さ み の 製 造 方 法 で あ っ て 、
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　 鋳 込 み 射 出 成 形 に よ っ て ブ レ ー ド を 所 望 形 状 に 形 成 す る 段 階 と 、
　 ブ レ ー ド の 切 断 刃 を 研 ぐ 段 階 と 、 を 有 す る は さ み の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 形 成 さ れ た 角 度 は 、 ブ レ ー ド の 長 さ に わ た っ て 連 続 的 に 変 化 し て い る 、 請 求 項 ２ ８ に 記
載 の は さ み の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 先 端 部 分 に お け る 角 度 は ボ デ ィ 部 分 に お け る 角 度 よ り も 大 き い 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の は
さ み の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 角 度 は 先 端 部 分 か ら ボ デ ィ 部 分 ま で 徐 々 に 減 少 す る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の は さ み の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 先 端 部 分 は 第 一 ボ デ ィ 厚 さ を 有 し 、 ボ デ ィ 部 分 は 、 第 一 ボ デ ィ 厚 さ と 異 な る 第 二 ボ デ ィ
厚 さ を 有 す る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の は さ み の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 枢 着 部 で 連 結 さ れ 、 各 々 、 所 定 長 さ 、 先 端 部 分 、 ボ デ ィ 部 分 、 外 面 、 内 面 及 び 切 断 刃 を
有 し 、 切 断 刃 が 、 切 断 操 作 中 、 先 端 部 分 に お け る テ ン シ ョ ン が 、 切 断 操 作 中 、 ボ デ ィ 部 分
に お け る テ ン シ ョ ン と ほ ぼ 同 じ で あ る よ う に 、 ブ レ ー ド の 長 さ に そ っ て 外 面 に 対 し て 角 度
を 形 成 す る 、 は さ み の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 金 属 射 出 成 形 に よ っ て ブ レ ー ド を 所 望 形 状 に 形 状 す る 段 階 と 、
　 ブ レ ー ド の 切 断 刃 を 研 ぐ 段 階 と 、 を 有 す る は さ み の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 形 成 さ れ た 角 度 は 、 ブ レ ー ド の 長 さ に わ た っ て 連 続 的 に 変 化 し て い る 、 請 求 項 ３ ３ に 記
載 の は さ み の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 先 端 部 分 に お け る 角 度 は ボ デ ィ 部 分 に お け る 角 度 よ り も 大 き い 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の は
さ み の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 角 度 は 先 端 部 分 か ら ボ デ ィ 部 分 ま で 徐 々 に 減 少 す る 、 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の は さ み の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 先 端 部 分 は 第 一 ボ デ ィ 厚 さ を 有 し 、 ボ デ ィ 部 分 は 、 第 一 ボ デ ィ 厚 さ と 異 な る 第 二 ボ デ ィ
厚 さ を 有 す る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の は さ み の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 的 に は 、 腹 腔 鏡 は さ み に 関 し 、 特 に 、 多 切 断 角 度 及 び 多 厚 さ を 有 す る 腹
腔 鏡 は さ み に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 手 術 中 、 外 科 医 は 、 典 型 的 に 、 組 織 、 縫 糸 、 金 属 ス テ ー プ ル の よ う な 多 数 の も の に は さ
み を 入 れ る 必 要 が あ る 。 は さ み の 設 計 の 目 標 、 特 に は さ み の ブ レ ー ド の 目 標 は 、 異 な る も
の を 切 り 離 す に 当 た っ て は さ み の ブ レ ー ド の 有 効 性 を 最 適 に す る こ と に あ る 。 柔 ら か い 組
織 を 切 り 離 す た め に は 、 ブ レ ー ド に 研 削 さ れ た 大 き な 角 度 が も っ と も 効 果 的 で あ る 。 即 ち
、 鋭 利 な 刃 が 互 い に 対 し て 剪 断 す る と き 、 は さ み の ブ レ ー ド の 間 に 入 る ど ん な 組 織 も 切 断
さ れ る 。 各 ブ レ ー ド の 大 き な 角 度 は 、 ブ レ ー ド が 切 断 中 薄 く て 切 れ 味 鋭 い 状 態 の ま ま で あ
る か ら 柔 ら か い 材 料 を 切 断 す る と き 効 果 的 で あ る 。 薄 く て 鋭 い 刃 は 、 切 断 中 抵 抗 が 小 さ い
の で 柔 ら か い 材 料 に は 最 適 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 対 象 的 に 、 金 属 ス テ ー プ ル の よ う な 硬 い も の を 切 り 離 す と き に は 、 典 型 的 な は さ み 野 ブ
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レ ー ド の 鋭 い 刃 は 、 柔 ら か い 組 織 を 切 断 す る 時 ほ ど 効 果 的 で は な い 。 大 変 薄 く て 鋭 い 刃 は
、 硬 い 物 を 切 る の に 必 要 と さ れ る と き 変 形 す る か も し れ な い 。 す な わ ち 、 研 削 さ れ た 大 変
大 き な 角 度 を 有 す る ブ レ ー ド は 、 硬 い も の を 切 る の に 使 用 さ れ る と き 変 形 す る 。 ブ レ ー ド
が 変 形 す る の を 防 止 す る た め に 、 ブ レ ー ド は 、 ブ レ ー ド の 刃 が 変 形 し な い よ う に 切 断 箇 所
が そ し て そ の 箇 所 の 後 が よ り 厚 く な る よ う に 設 計 さ れ な け れ ば な ら な い 。 こ の よ う な は さ
み の ブ レ ー ド の 切 断 刃 に 小 さ い 角 度 を も た せ る こ と は 、 ス テ ー プ ル 又 は 硬 い 物 の よ う な 硬
い 材 料 を 切 り 離 す と き に 役 立 つ 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 組 織 や ス テ ー プ ル が 典 型 的 に 同 じ 器 具 で 切 断 さ れ る の で 、 同 じ デ バ イ ス に
大 き い 角 度 の 切 断 刃 と 小 さ い 角 度 の 切 断 の 両 方 を 有 す る 腹 腔 鏡 は さ み の 要 求 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 枢 着 部 で 連 結 さ れ 、 各 々 、 所 定 長 さ 、 先 端 部 分 、 ボ デ ィ 部 分 、 外 面 、 内 面 及
び 切 断 刃 を 有 す る 一 対 の ブ レ ー ド を 含 み 、 切 断 刃 が 、 切 断 操 作 中 、 先 端 部 分 に お け る テ ン
シ ョ ン が 、 切 断 操 作 中 、 ボ デ ィ 部 分 に お け る テ ン シ ョ ン と ほ ぼ 同 じ で あ る よ う に 、 ブ レ ー
ド の 長 さ に そ っ て 外 面 に 対 し て 角 度 を 形 成 す る 、 腹 腔 鏡 は さ み に 向 け ら れ て い る 。 本 発 明
の １ つ の 側 面 で は 、 形 成 さ れ た 角 度 は 、 ブ レ ー ド の 長 さ に わ た っ て 連 続 的 に 変 化 し て い る
。 他 の 側 面 で は 、 先 端 部 分 の 角 度 は ボ デ ィ 部 分 で の 角 度 よ り も 大 き く 、 角 度 は 先 端 部 分 か
ら ボ デ ィ 部 分 ま で 徐 々 に 減 少 す る 。 先 端 部 分 は 第 一 ボ デ ィ 厚 さ を 有 し 、 ボ デ ィ 部 分 は 、 第
一 ボ デ ィ 厚 さ と 異 な る 第 二 ボ デ ィ 厚 さ を 有 す る 。 更 に 他 の 側 面 で は 、 ブ レ ー ド は 、 ボ デ ィ
部 分 に 隣 接 し 、 第 三 ボ デ ィ 厚 さ を 有 す る 近 位 部 分 を 含 む の が よ く 、 第 二 ボ デ ィ 厚 さ は 第 一
及 び 第 二 ボ デ ィ 厚 さ よ り も 厚 い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 切 断 操 作 は 、 身 体 組 織 、 縫 糸 、 及 び 外 科 用 ス テ ー プ ル の 少 な く と も １ つ を 切 断 す る こ と
を 含 む 。 切 断 操 作 中 、 ブ レ ー ド は 互 い に 徐 々 に 移 動 し て 切 断 刃 に 沿 っ て 点 接 触 す る 。 ブ レ
ー ド を 多 数 の 場 所 で 、 及 び （ １ ） 一 方 の ブ レ ー ド が 対 向 す る ブ レ ー ド を 強 制 的 に 撓 ま せ る
た め に 他 方 の ブ レ ー ド よ り も 厚 く て も よ い 、 （ ２ ） 両 ブ レ ー ド は 、 ス テ ー プ ル を 切 断 す る
と き 、 よ り 強 度 を 与 え る た め に ボ デ ィ 部 分 即 ち ス ロ ー ト 部 分 で よ り 厚 く て も よ く 、 （ ３ ）
各 ブ レ ー ド を 、 あ る 場 所 を 硬 く す る た め に 一 方 の 側 又 は 他 方 の 側 で 厚 く し て も よ く 、 （ ４
） 各 ブ レ ー ド の 先 端 は 、 先 端 の テ ン シ ョ ン を 増 す た め に ボ デ ィ 部 分 又 は ス ロ ー ト 部 分 よ り
も 厚 く て も よ い 、 を 含 む 組 合 せ で 、 厚 く し て も よ い こ と が 理 解 さ れ よ う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 他 の 側 面 で は 、 本 発 明 の は さ み を 製 造 す る 方 法 を 開 示 し 、 こ の 方 法 は 、 ブ レ ー
ド を 材 料 の 予 備 硬 化 ブ ロ ッ ク か ら 所 望 形 状 に 研 削 す る 段 階 と 、 ブ レ ー ド の 切 断 刃 を 研 ぐ 段
階 と 、 を 含 む 。 本 発 明 の ブ レ ー ド を ワ イ ヤ Ｅ Ｍ Ｄ （ Electrical Discharge Machining (放
電 加 工 ） )、 レ ー ザ ー 切 断 、 ウ ォ ー タ ー ジ ェ ッ ト 切 断 、 機 械 加 工 、 鋳 込 み 又 は 金 属 射 出 成
形 、 及 び 他 の 独 立 の 輪 郭 製 造 法 を 含 む 他 の 方 法 に よ っ て 形 成 し て も よ い こ と が 理 解 さ れ る
。 本 発 明 の 製 造 方 法 は 、 各 輪 郭 を 正 確 に 制 御 す る こ と が で き る 点 で 有 益 で あ り 、 部 品 は 毎
回 全 く 同 じ で あ る 。 加 え て 、 熱 処 理 が 研 削 及 び 切 断 前 に な さ れ た た め に 後 で の 熱 処 理 段 階
は な い 。 本 発 明 の 製 造 方 法 の 他 の 特 徴 は 、 輪 郭 内 に 任 意 の 数 の 多 厚 さ 部 分 を も つ 部 品 を 作
る こ と が で き る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の こ れ ら 及 び 他 の 特 徴 は 、 関 連 し た 図 面 を 参 照 し て 種 々 の 実 施 形 態 の 説 明 で も っ
と 明 ら か に な ろ う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 明 細 書 に 含 ま れ 且 つ 明 細 書 の 一 部 を な す 添 付 図 面 は 本 発 明 の 実 施 形 態 を 示 し 、 記 載
と と も に 、 発 明 の 特 徴 、 利 点 及 び 原 理 を 説 明 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 の 説 明 は 本 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 添 付 図 面 を 参 照 す る 。 他 の 実 施 形 態 が 可 能 で あ り
、 発 明 の 精 神 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 実 施 形 態 に 修 正 を な し て も よ い 。 か く し て 、
以 下 の 説 明 は 発 明 を 限 定 す る こ と を 意 味 し な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 今 、 図 面 、 特 に 図 1を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る は さ み の 例 示 的 な ブ レ
ー ド １ ０ を 示 す 。 ブ レ ー ド １ ０ は 、 先 端 部 分 １ ２ 、 ボ デ ィ 部 分 又 は ス ロ ー ト 部 分 １ ４ 、 外
面 １ ６ 、 内 面 １ ８ 、 切 断 刃 ２ ２ 、 及 び 枢 着 領 域 ２ ０ を 含 む 。 切 断 刃 ２ ２ は 、 先 端 部 分 １ ２
に お け る テ ン シ ョ ン が ボ デ ィ 部 分 又 は ス ロ ー ト 部 分 １ ４ に お け る テ ン シ ョ ン と ほ ぼ 同 じ で
あ る よ う に ブ レ ー ド １ ０ の 長 さ に 沿 っ て 外 面 １ ６ に 対 し て 角 度 を な し て い る 。 は さ み の ブ
レ ー ド の 機 能 及 び 有 効 性 は 、 テ ン シ ョ ン 及 び 切 断 面 が 互 い に な す 角 度 に 大 き く 依 存 す る 。
ブ レ ー ド は 、 切 断 す る と き の テ ン シ ョ ン が ブ レ ー ド の 長 さ 全 体 に わ た っ て 、 例 え ば 先 端 及
び ボ デ ィ 部 分 又 は ス ロ ー ト 部 分 に お け る テ ン シ ョ ン と ほ ぼ 同 じ で あ る よ う に 設 計 さ れ る 。
こ れ に 対 し て 、 在 来 の は さ み は 均 一 な ブ レ ー ド 厚 さ を 有 し 、 先 端 部 に お け る テ ン シ ョ ン は
、 そ れ が 枢 着 部 か ら 一 層 離 れ て い る か ら ボ デ ィ 部 分 に お け る テ ン シ ョ ン よ り も 小 さ い 。 そ
の 結 果 、 在 来 の は さ み の ブ レ ー ド は 、 よ り 硬 く よ り 高 密 度 の 物 を 切 り 離 す と き 変 形 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 新 規 な 特 徴 は 、 先 端 部 分 １ ２ に お け る 切 断 刃 ２ ２ と 外 面 １ ６ と の 間 に 形 成 さ れ
る 角 度 α が ボ デ ィ 部 分 又 は ス ロ ー ト 部 分 １ ４ に お け る 切 断 刃 ２ ２ と 外 面 １ ６ と の 間 に 形 成
さ れ る 角 度 β と 異 な る こ と で あ る 。 即 ち 、 切 断 刃 ２ ２ と 外 面 １ ６ と の 間 に 形 成 さ れ る 角 度
は ブ レ ー ド １ ０ の 長 さ に わ た っ て 連 続 的 に 変 化 し て い る 。 １ つ の 側 面 で は 、 角 度 α は 角 度
β よ り も 大 き い 。 こ の 側 面 に つ い て 、 ブ レ ー ド の 刃 は 先 端 部 分 １ ２ の 大 変 大 き い 角 度 α で
始 ま り 、 刃 が ブ レ ー ド の 後 部 に 向 か っ て 刃 に 沿 っ て 進 む に つ れ て 、 角 度 は 減 少 し 始 め 、 つ
い に は 、 角 度 は ブ レ ー ド の ボ デ ィ 部 分 又 は ス ロ ー ト 部 分 １ ４ で 大 変 小 さ く な る 。 本 発 明 の
多 角 度 は さ み ブ レ ー ド １ ０ の 利 点 は 、 最 も 効 果 的 に 切 断 さ れ る 異 種 材 料 が 同 じ ブ レ ー ド に
つ い て す べ て 含 ま れ る 角 度 で あ る 。 外 科 医 は 、 典 型 的 に は 、 ブ レ ー ド の 先 端 で 組 織 の と こ
ろ で は さ み 切 る 。 か く し て 、 ブ レ ー ド １ ０ の 先 端 部 分 １ ２ に 近 い 大 き な 角 度 の 刃 を 研 削 す
る こ と は 最 も 効 果 的 で あ る 。 外 科 医 は 、 典 型 的 に は 、 ブ レ ー ド の 中 間 の ど こ か で 組 織 よ り
も 少 し 硬 い 縫 糸 を 切 る 。 か く し て 、 ブ レ ー ド １ ０ の 中 間 部 分 に 近 い よ り 小 さ い 角 度 を 研 削
す る こ と は 、 縫 糸 に は 最 適 で あ る 。 大 変 硬 い ス テ ー プ ル を 切 り 離 す と き に は 、 外 科 医 は 、
典 型 的 に は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 掴 ん で 、 ブ レ ー ド の 中 央 と ス ロ ー ト の 間 の ど こ か に ス テ
ー プ ル を 押 す 。 か く し て 、 ス ロ ー ト 部 分 １ ４ の 近 く で ブ レ ー ド に 非 常 に 小 さ い 角 度 を 研 削
す る こ と は 、 硬 い 材 料 を 切 る の に 最 適 で あ る 。 ま た フ ロ ー ト 部 分 で 最 も よ い て こ の 作 用 が
得 ら れ 、 切 断 を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ブ レ ー ド は ど ん な 形 状 の も の で も よ い こ と が 理 解 さ れ る 。 １ つ の 側 面 で は 、 ブ レ ー ド は
互 い に 向 か っ て 僅 か な 湾 曲 を 定 め 、 こ れ は 単 一 点 の 切 断 作 用 に よ り よ り 鋭 い 切 断 を 行 う 。
先 端 部 分 １ ２ を 外 縁 ２ ６ に よ っ て 与 え ら れ て も よ い 。 先 細 に し た 先 端 部 分 １ ２ は 患 者 の 身
体 の 腔 の 中 へ の は さ み ブ レ ー ド の 挿 入 を 可 能 に す る 。 加 え て 、 使 用 中 、 先 端 に よ る 不 用 意
な 穿 孔 又 は 擦 傷 を 回 避 す る た め に 先 端 の 外 縁 ２ ６ を 丸 く す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 で は 、 は さ み の ブ レ ー ド １ ０ ｂ に 異 な る 角 度 の
多 部 分 を 研 削 す る 。 例 え ば 、 ブ レ ー ド １ ０ ｂ の 切 断 刃 ２ ２ ｂ は 、 先 端 部 分 １ ２ ｂ で は 外 面
１ ６ ｂ と 非 常 に 大 き な 角 度 α を な し て 始 ま る 。 こ の 角 度 α を 所 定 長 さ 一 定 に 保 っ て も よ い
。 次 い で 、 角 度 α は よ り 小 さ い 角 度 β に 移 行 し 、 こ の 角 度 β を 次 の 所 定 長 さ 一 定 に 保 っ て
も よ い 。 必 要 と さ れ る 種 々 の 角 度 を 得 る た め に 望 む だ け 多 く の 部 分 が ブ レ ー ド に 沿 っ て あ
っ て も よ い 。 例 え ば 、 角 度 α を 先 端 部 分 １ ２ ｂ に わ た っ て 一 定 に 保 ち 、 図 ２ に 示 す よ う に
先 端 部 分 １ ２ ｂ と ス ロ ー ト 部 分 １ ４ ｂ と の 間 に 角 度 移 行 部 分 ２ ４ ｂ を 形 成 し て 角 度 β を ス
ロ ー ト 部 分 １ ４ ｂ に わ た っ て 一 定 に 保 っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 テ ン シ ョ ン を ブ レ ー ド の 先 端 に し っ か り と 保 つ 別 の 方 法 は 、 は さ み の ブ レ ー ド の 厚 さ を
変 え る こ と に あ る 。 図 ３ を 参 照 す る と 、 先 端 部 分 ３ ２ 、 中 間 部 分 ３ ４ 、 及 び 近 位 部 分 ３ ６
を 有 す る ブ レ ー ド ３ ０ の 側 面 図 が 示 さ れ て い る 。 本 発 明 の こ の 実 施 形 態 で は 、 中 間 部 分 ３
４ は 先 端 部 分 ３ ２ 及 び 近 位 部 分 ３ ６ よ り も 厚 い 。 即 ち 、 ブ レ ー ド が 切 断 ス ト ロ ー ク 中 互 い
の 上 を 滑 る と き 、 ブ レ ー ド は 撓 む か ら 、 一 点 だ け が 実 際 に 触 れ て い る 。 ブ レ ー ド 間 の こ の
撓 み 及 び テ ン シ ョ ン を 、 ブ レ ー ド の 厚 さ を 変 え る こ と に よ っ て 調 整 す る こ と が で き 且 つ 異
な る 領 域 に 「 押 す 」 こ と が で き る 。 多 厚 さ を 有 す る ブ レ ー ド の は さ み を 提 供 す る こ と に よ
っ て 、 各 ブ レ ー ド の テ ン シ ョ ン を 調 整 す る こ と が で き 、 撓 み を ブ レ ー ド の 一 定 領 域 へ 押 し
進 め る こ と が で き る 。 よ り 厚 い ブ レ ー ド は ま た そ の 部 分 で よ り 強 い 。 ス テ ー プ ル の よ う な
硬 い 材 料 を 切 り 離 す と き に は 、 よ り 厚 く 、 よ り 強 い ブ レ ー ド が 常 に 有 益 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 は さ み の ブ レ ー ド を 多 数 の 場 所 及 び 次 ぎ の よ う な 組 合 せ で 厚 く す る 事 が で き る こ と が 理
解 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ １ ） 一 方 の ブ レ ー ド は 、 向 か い 合 っ た ブ レ ー ド を 強 制 的 に 撓 ま せ る た め に 他 方 の ブ レ
ー ド よ り も 厚 く て も よ い 。
　 （ ２ ） 両 ブ レ ー ド は 、 ス テ ー プ ル を 切 断 す る と き も っ と 強 度 を 与 え る た め に ス ロ ー ト 部
分 で よ り 厚 く し て も よ い 。
　 （ ３ ） 個 々 の ブ レ ー ド を 、 一 定 の 場 所 を 硬 く す る た め に 一 方 の 側 又 は 他 方 の 側 で 厚 く し
て も よ い 。
　 （ ４ ） ブ レ ー ド の 先 端 は 、 先 端 で の テ ン シ ョ ン を 高 め る た め に ス ロ ー ト 部 分 よ り も 厚 く
し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 他 の 側 面 で は 、 は さ み を 多 数 の 異 な る 方 法 で 製 造 し て も よ い こ と が 理 解 さ れ る
。 最 も 普 通 の 方 法 は 、 所 定 厚 さ の 材 料 か ら ブ レ ー ド を 打 ち 抜 い て 形 成 し 、 次 い で ブ レ ー ド
に 切 れ 味 鋭 い 刃 を 研 削 す る 。 こ の 方 法 は 比 較 的 安 価 で あ る が 、 形 成 後 ブ レ ー ド を 熱 処 理 す
る 必 要 が あ れ ば 、 部 品 は ね じ れ て 歪 み 、 そ れ に よ っ て ブ レ ー ド 間 の テ ン シ ョ ン を 減 少 さ せ
又 は 除 去 す る 。 か く し て 、 適 切 な ブ レ ー ド テ ン シ ョ ン を 実 現 す る よ う に 部 品 を 仕 様 に 戻 す
た め に 他 の 方 法 が 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ブ レ ー ド テ ン シ ョ ン は は さ み の 最 も 重 要 な 点 で あ る か ら 、 そ れ を 始 め か ら 調 整 す る 必 要
が あ る 。 ブ レ ー ド を 製 造 す る 前 に 、 所 要 硬 さ に 熱 処 理 さ れ た 材 料 の ブ ロ ッ ク を 製 造 す る こ
と が で き る 。 形 状 研 削 機 械 は １ つ の 輪 郭 を 研 削 し て 図 ４ に 示 す 切 断 輪 郭 ４ ０ の よ う な ブ レ
ー ド に す る 。 形 状 研 削 は 、 特 殊 形 状 を 切 り 込 ん だ ダ イ ヤ モ ン ド 含 侵 砥 石 を 使 用 し 、 且 つ ブ
ロ ッ ク が 所 望 輪 郭 を 有 す る ま で 予 備 硬 化 材 料 を 削 る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ に 示 す 輪 郭 は 研 削 に 限 ら れ ず 、 ワ イ ヤ Ｅ Ｄ Ｍ （ Electrical Discharge Machining 
（ 放 電 加 工 ） ） で 切 断 さ れ て も よ い 。 ワ イ ヤ Ｅ Ｄ Ｍ は 、 一 定 の 電 流 又 は 放 電 加 工 を 使 用 す
る 金 属 除 去 技 術 で あ る 。 Ｅ Ｄ Ｍ 機 械 は 、 ワ イ ヤ を 部 品 浸 食 材 料 の 中 を 移 動 さ せ る 。 ワ イ ヤ
Ｅ Ｄ Ｍ で は 、 部 品 と ワ イ ヤ と の 間 に 常 に 隙 間 が あ る か ら 、 接 触 が な く 、 仕 上 部 品 の よ り 大
き な 精 度 及 び 厳 し い 公 差 を 確 保 す る 屈 撓 力 が 部 品 に 事 実 上 加 え ら れ な い 。 部 品 を 機 械 加 工
、 鋳 込 み 射 出 成 形 又 は 金 属 射 出 成 形 に よ っ て 形 成 し て も よ い 。 次 い で 、 成 形 又 は 鋳 込 み 部
品 又 は ブ ロ ッ ク を Ｅ Ｄ Ｍ 、 レ ー ザ ー 切 断 、 ウ ォ ー タ ー ジ ェ ッ ト 切 断 、 又 は 他 の 製 造 方 法 に
よ っ て 更 に 加 工 し て 仕 上 部 品 を 生 産 す る こ と が で き る 。 ウ ォ ー タ ー ジ ェ ッ ト 切 断 は 、 細 く
て 非 常 に 高 圧 の 水 流 を 材 料 に 差 し 向 け て 部 品 を 切 断 し 、 又 は 形 成 す る 方 法 で あ る 。 ウ ォ ー
タ ー ジ ェ ッ ト 流 は 、 切 断 を 容 易 に す る た め に 微 細 な 金 属 粒 子 を 含 む の が よ い 。 本 発 明 の 方
法 で は 、 輪 郭 を 正 確 に 制 御 す る こ と が で き 、 部 品 を 毎 回 正 確 に 生 産 す る こ と が で き る 。 加
え て 、 研 削 及 び 切 断 前 に 熱 処 理 が な さ れ た た め に 、 後 で の 熱 処 理 段 階 は な い 。 最 終 段 階 は
刃 研 ぎ 段 階 に な る 。 独 立 の 輪 郭 製 造 方 法 の 他 の 利 点 は 、 図 ３ に 示 す よ う に い ず れ の 輪 郭 に
任 意 の 数 の 多 厚 さ 部 分 を も つ 部 品 を 作 る こ と が で き る 事 で あ る 。 伝 統 的 な 打 ち 抜 き 法 で こ
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れ を す る こ と は 、 と も か く 可 能 で あ れ ば 、 高 価 で あ る ば か り で な く 難 し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 精 神 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 当 業 者 に よ っ て 多 く の 変 更 及 び 修 正 を す る
こ と が で き る 。 し た が っ て 、 図 示 し た 実 施 形 態 は 例 示 の 目 的 の た め に の み 記 載 さ れ 、 発 明
を 限 定 す る も の と 取 る べ き で は な い こ と を 理 解 し な け れ ば な ら な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 角 度 が 連 続 的 に 変 化 し て い る 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 多 角 度 は さ み ブ レ ー
ド を 示 す 。
【 図 ２ 】 角 度 が ブ レ ー ド の 各 部 分 に お い て 一 定 に 保 た れ て い る 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に
よ る 多 角 度 は さ み ブ レ ー ド を 示 す 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 多 厚 さ を 有 す る ブ レ ー ド の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 製 造 方 法 に よ り 研 削 で 形 成 さ れ た ブ レ ー ド の 輪 郭 を 示 す 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 他 の 独 立 輪 郭 製 造 方 法 か ら 形 成 さ れ た ブ レ ー ド の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 切 断 刃 及 び ス ロ ー ト 部 分 を 示 す は さ み を 示 す 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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